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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第39期
第１四半期
連結累計期間

第40期
第１四半期
連結累計期間

第39期

会計期間
自 平成26年２月21日
至 平成26年５月20日

自 平成27年２月21日
至 平成27年５月20日

自 平成26年２月21日
至 平成27年２月20日

売上高 (千円) 10,723,589 12,195,633 42,219,336

経常利益 (千円) 505,193 394,665 1,383,492

四半期(当期)純利益 (千円) 260,272 231,035 810,914

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 250,762 238,961 894,738

純資産額 (千円) 5,821,120 8,457,599 7,320,751

総資産額 (千円) 28,220,607 33,332,873 32,564,042

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 33.65 28.60 104.85

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― 28.52 104.63

自己資本比率 (％) 20.5 22.3 19.4
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第39期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業内容につ

いて、重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事

業等のリスク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結はありません。

 
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況

当第１四半期連結累計期間(平成27年２月21日～平成27年５月20日）におけるわが国の経済は、政府による経

済政策、金融緩和政策の下支えもあり円安株高を背景に企業収益、雇用情勢に緩やかな回復基調が見られまし

た。個人消費につきましては低価格志向とこだわり志向の二極化が進んでおりますが、平成26年４月の消費税増

税や円安に伴う物価上昇による実質所得の減少から消費マインドは低迷しており、依然として消費者の節約志向

が顕著であり、その後の回復も長期化の様相を呈しております。また、円安を背景とした原材料価格の高騰、人

件費の上昇、原油価格の下落等もあり依然として経営環境の先行き不透明感を払拭しきれない状況が続いており

ます。

このような状況のもと、当社グループは当第１四半期連結累計期間におきまして、新規出店として、ホームセ

ンター「ダイユーエイト」は３月に土浦おおつ野店（茨城県）を開設いたしました。ペット専門店「ペットワー

ルドアミーゴ」は新発田店（開店３月　新潟県）、自転車専門店ワンズサイクルは、白河店(開設３月　福島県)

を開設いたしました。またオフィス用品専門店「オフィスエイト」は３月に初の県外出店となる山形県米沢市に

米沢店を開設いたしました。これにより当第１四半期連結会計期間末の店舗数は、106店舗となりました。

これらの結果、当第１四半期連結累計期間における当社グループ(当社及び連結子会社)の連結売上高は121億9

千5百万円(前年同期比13.7％増)、連結営業利益は3億9千2百万円(同20.1％減)、連結経常利益は3億9千4百万円

(同21.8％減)、連結四半期純利益は2億3千1百万円(同11.2％減)となりました。

　

セグメント業績は次のとおりであります。

　

〔ホームセンター事業〕

ホームセンター事業は、営業休止店舗を除く既存店ベースで、客数が前年同期比で4.6％減少し、客単価が同

様に2.3％減少したことから、既存店売上高は6.8％減少いたしました。

セグメント売上高につきまして既存店ベースでの商品別販売動向は、春先において用土、肥料等の園芸用品の

売上高が出足好調に推移しましたが、前年は消費税増税前の駆け込み需要もあった影響で家電製品、インテリア

等の売上高が前年同期比で大きく落ち込みました。４月下旬から実施した創立40周年大感謝祭は好天の影響も相

俟って集客数が大きく増加するとともに、売上高についても前年同期比および計画数値比で大きく伸長いたしま

した。しかしながら、原油価格下落に伴う灯油販売価格の下落が期初より継続しており、当第１四半期連結累計

期間における既存店全体の売上高減少の大きな要因となっております。

セグメント利益につきましては、ホームセンターの主力部門である木材、工具、作業用品、植物、園芸、ガー

デニング用品等のホームニーズ商品を中心に商品戦略として継続的に取組んで参りました商品の「差異化」を推

進し、従来の商品と併せて、高付加価値商材を積極的に投入し従来の商品にない価値を訴求するとともに、ロー

カルチェーンとして地域特性商品を充実させることによってお客様の暮らしに「新たな価値」を創造できる品揃

えの実現に重点的に取組んで参りました。その結果、商品荒利益率は既存店ベースで前年同期比0.6％改善し、

30.2％となりました。

これらの結果、ホームセンター事業における売上高は83億4千9百万円(前年同期比3.5％減)、セグメント利益

(営業利益)は5億3千5百万円(同22.3％減)となりました。

　

〔不動産事業〕

不動産事業における売上高は1億9千5百万円(前年同期比0.9％減)、セグメント利益(営業利益)は8千2百万円

(同0.0％減)となりました。

なお、近隣型ショッピングセンター「エイトタウン」は、当第１四半期連結会計期間末において計５箇所であ

ります。　
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〔子会社小売事業〕

子会社小売事業における売上高は15億8千7百万円、セグメント利益(営業利益)は3千1百万円となりました。

なお、子会社小売事業は前連結会計年度末より連結子会社としている株式会社日敷の営む小売事業であり、同

事業の売上高及びセグメント利益は当第１四半期連結累計期間の期首より当社グループの業績としているため、

前年同期との比較は行っておりません。

　

〔その他〕

当事業における売上高は、「ペットワールドアミーゴ」を展開するペットショップ事業及び「ワンズサイク

ル」を展開する自転車専門店事業により25億2百万円(前年同期比15.2％増)、セグメント利益(営業利益)は2千1

百万円(前年同期はセグメント損失1千3百万円)となりました。　

 
（２）財政状態の分析

(資産、負債及び純資産の状況)

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ7億6千8百万円増加し、333億3千2百万円と

なりました。この主な要因は、新規出店に伴うたな卸資産の増加等であります。

当第１四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べ3億6千8百万円減少し、248億7千5百万円とな

りました。この主な要因は、支払手形及び買掛金の増加、電子記録債務の減少、短期借入金の増加、1年内返済

予定の長期借入金の減少、長期借入金の減少等によるものであります。

当第１四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べ11億3千6百万円増加し、84億5千7百万円と

なりました。この主な要因は、平成27年４月27日を払込期日とする公募による新株式発行に伴い資本金及び資本

準備金の増加、利益剰余金の増加等によるものであります。　
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 15,000,000

計 15,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成27年５月20日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年７月１日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 9,044,000 9,234,000
東京証券取引所
(市場第一部)

 単元株式数は100株であります。

計 9,044,000 9,234,000 ― ―
 

　(注)平成27年５月27日を払込期日とする第三者割当による増資により、発行済株式数が190,000株増加しております。

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成27年４月27日(注) 1,310,000 9,044,000 496,024 1,799,197 496,024 1,720,706
 

 (注)公募による増資　　　　　発行価格757.29円　資本組入額378.645円

 
(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

    平成27年２月20日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
―

権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式普通株式 100

(相互保有株式)
― 同上

普通株式 20,000

完全議決権株式(その他) 普通株式 7,712,600 77,126 同上

単元未満株式 普通株式 1,300 ― 同上

発行済株式総数 7,734,000 ― ―

総株主の議決権 ― 77,126 ―
 

(注)１　当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日(平成27年２月20日)に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

２　「完全議決権株式(その他)」の欄には、証券保管振替機構名義の名義失念株式が2,800株(議決権28個)含ま

れております。

 

② 【自己株式等】

  平成27年２月20日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

　　 (自己保有株式)
株式会社ダイユーエイト

福島県福島市太平寺字堰
ノ上58番地

100 ― 100 0.0

　　 (相互保有株式)
 　　 株式会社日敷

秋田県湯沢市前森１丁
目　２番地の６

20,000 ― 20,000 0.2

計 ― 20,100 ― 20,100 0.2
 

 

２ 【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成27年２月21日から平成

27年５月20日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成27年２月21日から平成27年５月20日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

 

EDINET提出書類

株式会社ダイユーエイト(E03350)

四半期報告書

 7/19



１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成27年２月20日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年５月20日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,340,787 2,838,116

  売掛金 341,302 433,610

  有価証券 - 7,141

  たな卸資産 9,034,586 9,731,948

  その他 649,053 679,073

  流動資産合計 12,365,730 13,689,889

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 21,341,938 21,376,891

    減価償却累計額 △12,037,574 △12,177,134

    建物及び構築物（純額） 9,304,364 9,199,757

   土地 2,333,132 2,324,624

   リース資産 1,763,451 1,967,796

    減価償却累計額 △681,434 △748,814

    リース資産（純額） 1,082,017 1,218,981

   その他 1,461,386 962,779

    減価償却累計額 △499,450 △503,134

    その他（純額） 961,936 459,645

   有形固定資産合計 13,681,449 13,203,007

  無形固定資産   

   その他 1,403,956 1,409,500

   無形固定資産合計 1,403,956 1,409,500

  投資その他の資産   

   敷金及び保証金 3,169,418 3,173,272

   その他 1,948,236 1,861,954

   貸倒引当金 △4,750 △4,750

   投資その他の資産合計 5,112,905 5,030,476

  固定資産合計 20,198,311 19,642,984

 資産合計 32,564,042 33,332,873
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成27年２月20日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年５月20日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 2,894,808 4,001,342

  電子記録債務 4,327,606 3,427,272

  短期借入金 2,200,000 3,275,000

  1年内返済予定の長期借入金 2,526,694 2,287,978

  1年内償還予定の社債 90,000 70,000

  リース債務 360,657 400,209

  未払法人税等 469,401 195,915

  その他 3,640,129 2,793,954

  流動負債合計 16,509,296 16,451,672

 固定負債   

  社債 15,000 15,000

  長期借入金 5,612,349 5,214,221

  リース債務 904,741 1,022,850

  退職給付に係る負債 373,150 374,131

  役員退職慰労引当金 60,000 61,618

  長期預り保証金 1,063,571 1,043,735

  資産除去債務 167,868 170,311

  その他 537,312 521,732

  固定負債合計 8,733,993 8,423,601

 負債合計 25,243,290 24,875,274

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,303,173 1,799,197

  資本剰余金 1,224,682 1,720,706

  利益剰余金 3,669,950 3,808,179

  自己株式 △8,897 △8,897

  株主資本合計 6,188,907 7,319,186

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 167,704 170,501

  繰延ヘッジ損益 △407 △282

  退職給付に係る調整累計額 △33,446 △31,310

  その他の包括利益累計額合計 133,850 138,908

 新株予約権 14,119 14,119

 少数株主持分 983,873 985,384

 純資産合計 7,320,751 8,457,599

負債純資産合計 32,564,042 33,332,873
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年２月21日
　至 平成26年５月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年２月21日
　至 平成27年５月20日)

売上高 10,723,589 12,195,633

売上原価 7,508,151 8,561,857

売上総利益 3,215,438 3,633,776

販売費及び一般管理費 2,723,569 3,241,138

営業利益 491,868 392,637

営業外収益   

 受取利息 5,317 5,746

 受取配当金 582 240

 受取手数料 40,057 39,258

 その他 24,578 29,199

 営業外収益合計 70,534 74,444

営業外費用   

 支払利息 36,713 33,521

 借入手数料 12,864 11,493

 その他 7,632 27,401

 営業外費用合計 57,209 72,416

経常利益 505,193 394,665

特別利益   

 国庫補助金 - 13,895

 受取損害賠償金 37,622 110,042

 その他 1,525 -

 特別利益合計 39,147 123,937

特別損失   

 固定資産除却損 1,016 1,733

 固定資産圧縮損 - 13,895

 役員退職慰労金 88,181 -

 賃貸借契約解約損 - 42,440

 減損損失 - 1,444

 特別損失合計 89,198 59,512

税金等調整前四半期純利益 455,142 459,090

法人税、住民税及び事業税 265,244 191,275

法人税等調整額 △72,542 33,911

法人税等合計 192,702 225,187

少数株主損益調整前四半期純利益 262,440 233,903

少数株主利益 2,167 2,868

四半期純利益 260,272 231,035
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年２月21日
　至 平成26年５月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年２月21日
　至 平成27年５月20日)

少数株主損益調整前四半期純利益 262,440 233,903

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △11,927 2,797

 退職給付に係る調整額 - 2,136

 繰延ヘッジ損益 249 124

 その他の包括利益合計 △11,678 5,058

四半期包括利益 250,762 238,961

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 248,594 235,612

 少数株主に係る四半期包括利益 2,167 3,349
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【注記事項】

（会計方針の変更等）

 
当第１四半期連結累計期間

(自 平成27年２月21日 至 平成27年５月20日)

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げら

れた定めについて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退

職給付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を従

業員の平均残存勤務期間に近似した債券の利回りに基づく割引率を使用する方法から、退職給付の支払見込期

間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法に変更いたしました。

この変更により、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額

は、次のとおりであります。　

 

 

前第１四半期連結累計期間

(自　平成26年２月21日

　至　平成26年５月20日)

当第１四半期連結累計期間

(自　平成27年２月21日

　至　平成27年５月20日)

減価償却費 249,412千円 279,724千円

のれんの償却額 142 〃 ― 〃
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 平成26年２月21日 至 平成26年５月20日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年５月16日
定時株主総会

普通株式 77,338 10.00 平成26年２月20日 平成26年５月19日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間(自 平成27年２月21日 至 平成27年５月20日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年５月15日
定時株主総会

普通株式 92,806 12.00 平成27年２月20日 平成27年５月18日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

当社は、平成27年４月27日を払込期日とする公募による新株発行により、資本金及び資本準備金がそれぞれ

496,024千円増加しております。

この結果、当第１四半期連結累計期間において資本金が1,799,197千円、資本準備金が1,720,706千円となって

おります。

EDINET提出書類

株式会社ダイユーエイト(E03350)

四半期報告書

13/19



 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成26年２月21日 至 平成26年５月20日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       (単位：千円)

 

報告セグメント
その他
(注)

合計
ホーム

センター事業
不動産事業

子会社
小売事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 8,658,077 197,438 ― 8,855,515 1,868,074 10,723,589

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― 303,454 303,454

計 8,658,077 197,438 ― 8,855,515 2,171,528 11,027,044

セグメント利益 689,909 82,485 ― 772,394 △13,044 759,350
 

(注)「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ペットショップ事業、複合商業施設事

業、オフィスサプライ事業、自転車専門店事業、輸入卸売事業等を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 772,394

「その他」の区分の利益 △13,044

セグメント間取引消去 1,067

全社費用(注) △268,549

四半期連結損益計算書の営業利益 491,868
 

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成27年２月21日 至 平成27年５月20日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       (単位：千円)

 

報告セグメント
その他
(注)

合計
ホーム

センター事業
不動産事業

子会社
小売事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 8,349,592 195,526 1,587,318 10,132,437 2,063,195 12,195,633

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― 438,970 438,970

計 8,349,592 195,526 1,587,318 10,132,437 2,502,165 12,634,603

セグメント利益 535,404 82,461 31,342 649,208 21,389 670,597
 

(注)「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ペットショップ事業、複合商業施設事

業、オフィスサプライ事業、自転車専門店事業、輸入卸売事業等を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 649,208

「その他」の区分の利益 21,389

セグメント間取引消去 △5,092

全社費用(注) △272,867

四半期連結損益計算書の営業利益 392,637
 

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

平成27年１月13日に株式会社日敷の株式を追加取得し、前連結会計年度末より同社を連結子会社に含めたこと

に伴い、事業セグメントの区分方法を見直し、報告セグメントを従来の「ホームセンター事業」、「不動産事

業」の２区分から「ホームセンター事業」、「不動産事業」、「子会社小売事業」の３区分に変更しておりま

す。なお当第１四半期連結累計期間の比較情報として開示した前第１四半期連結累計期間のセグメント情報につ

いては、変更後の報告セグメントの区分に基づき作成したものを開示しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上

の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年２月21日
至 平成26年５月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年２月21日
至 平成27年５月20日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 33円65銭 28円60銭

   (算定上の基礎)   

   四半期純利益金額(千円) 260,272 231,035

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 260,272 231,035

   普通株式の期中平均株式数(株) 7,733,883 8,076,941

(2) 潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 ― 28円52銭

   (算定上の基礎)   

   四半期純利益調整額(千円) ― ―

   普通株式増加数(株) ― 23,273

希簿化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

(注) 前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

当第１四半期連結累計期間

(自　平成27年２月21日　至　平成27年５月20日)

(第三者割当による新株式発行)
当社は、平成27年４月10日開催の取締役会において、大和証券株式会社が行う可能性のあるオーバーア
ロットメントによる当社株式の売出し（当社株主から借入れる当社普通株式190,000株の売出し）に関連し、
同社を割当先とする第三者割当による新株式発行を決議し、平成27年５月27日に払込が完了いたしました。
概要は以下のとおりであります。
１．発行する株式の種類及び数
普通株式　190,000株

２．発行価額
１株につき757.29円

３．発行価額の総額
143,885千円

４．発行価額のうち資本へ組み入れる額
71,942千円

５．払込期日
平成27年５月27日

６．資金の使途
平成27年８月末日までに株式会社日敷の株式取得に伴う短期借入金の返済の資金の一部に充当し、残
額を平成28年２月20日までに新規出店のための設備投資資金の一部に充当する予定であります。
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２ 【その他】

該当事項はありません。　
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成27年７月１日

株式会社ダイユーエイト

取締役会  御中

 

新日本有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   富　樫　健　一   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   満　山　幸　成   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ダイ

ユーエイトの平成27年２月21日から平成28年２月20日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成27年２月21日

から平成27年５月20日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成27年２月21日から平成27年５月20日まで)に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について

四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ダイユーエイト及び連結子会社の平成27年５月20日現在

の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が

すべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

 ２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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